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第
Ⅵ
部
　

そ
の
他
の
城
郭
と
居
館
跡
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所
在
地
・
旧 

旭
市

　

足
川
集
落
の
低
地
に
位
置
す
る
。
別
名
後
藤
館
と
も
い
う
。

　

城
の
規
模
は
、
南
北
70
ｍ
、
東
西
70
ｍ
の
小
規
模
な
城
で
、

県
道
が
城
跡
を
南
北
に
貫
通
し
て
い
る
た
め
、
城
跡
は
東
西

二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
西
側
は

宅
地
の
た
め
遺
構
は
消
滅
し
て
い

る
。
東
側
に
は
、
城
の
一
角
に
あ
っ

た
と
い
う
日
月
神
社
が
祀
ら
れ

て
い
る
。
日
月
神
社
は
文
治
元
年

（
１
１
８
５
）
勧
請
で
、
千
葉
氏

と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

本
殿
背
後
に
土
塁
が
残
る
が
、
城

の
遺
構
で
は
な
く
、
神
社
に
伴
う

も
の
で
あ
ろ
う
。
唯
一
、
浅
い
空

堀
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

所
在
地

旧 

旭
市

　

西
に
し
あ
し
あ
ら
い

足
洗
集
落
の
徴
高
地
上
に
位
置
す
る
。
戦
前

ま
で
は
土
塁
も
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
平
成
４

年
に
宅
地
造
成
に
よ

り
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
た
が
、
城
郭
の

遺
構
は
発
見
さ
れ
な

か
っ
た 

（ 

『
高
城
跡
』

１
４
９
１
年　

東
総

文
化
財
セ
ン
タ
ー
）。

　

城
主
に
つ
い
て
は

不
明
だ
が
、
千
葉
氏

一
族
の
居
館
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

高た
か

城

跡

 

高

城

跡
（
西
か
ら
）

 

後

藤

城

跡
（
南
か
ら
）

後ご

藤と
う

城
跡
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所
在
地

　

旧 

干
潟
町

　

旧
椿
海
北
側
の
丘
陵
上
が
城
跡
で
、
別
名
高
根
城
と

も
い
う
。
土
塁
で
区
画
さ
れ
た
曲
輪
が
三
つ
確
認
で
き

る
が
、
面
積
も
狭
く
、
居
住
性
に
乏
し
い
空
間
で
あ
り
、

臨
時
に
築
城
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
城
主
の
居
館
は
山

麓
部
に
構
え
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

伝
承
で
は
、
鏑
木
城
の
支

城
と
伝
え
ら
れ
、
城
主
は
鏑

木
氏
の
家
臣
高
根
十
郎
左
衛

門
で
あ
り
、
永
禄
６
年
（
１

５
６
３
）
の
高
根
氏
に
宛
て

た
文
書
が
現
存
し
て
い
る
。

丈
じ
ょ
う

山や
ま

城
跡

 

丈
山
城
跡
（
西
か
ら
）

所
在
地

　

旧 

干
潟
町

　

鏑
木
城
跡
の
西
方
約
１
㎞
の
独
立
丘
陵
上
に
位
置
す

る
。
西
側
の
道
を
挟
ん
だ
対
岸
の
山
が
高
根
城
跡
で
あ
る
。

　

城
の
規
模
は
、
南
北
４
５
０

ｍ
、
東
西
２
０
０
ｍ
も
あ
り
、

か
な
り
広
い
城
跡
で
あ
る
が
、

土
塁
や
空
堀
も
な
く
、
広
大

な
城
を
区
画
し
た
遺
構
も
な

く
、
曲
輪
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。
北
方
に
、
高
さ
１
・
５

ｍ
程
の
土ど

壇だ
ん

が
残
る
の
み
で
あ

る
。

　

伝
承
に
よ
れ
ば
、
鏑
木
城
の

支
城
と
し
て
、
鏑
木
氏
が
領
有

し
た
城
と
い
わ
れ
て
い
る
。

椎し
い

木き

台だ
い

城
跡

椎
木
台
城
跡
（
南
か
ら
）


